
　（地域福祉力）（交流） ◆場　所：郡里地域活動センター なった。これから地域活動が再開された際には、さら

　　◆地域コミュニティの活性化 ◆内　容：「カレー作りから展開できる地域づくり」 に情報を集め、地域への話題提供を行いたい。
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取り組み 活動の内容 評価・今後の取り組みに向けて

☆地域食堂シミュレーション ◆日　時：令和２年７月２９日(金)　９：００～ 　郡里地域活動センターという地域資源を知る機会と

会で、「カレーの日」を定期的に開催し、レクリエ

ーション等も行いながら交流を深めている自治会や

　新型コロナウイルス感染症の影響により地域での

つながりがより一層希薄化しつつある中、ある自治

ュニティ再構築の一つの方法として活かせるのでは

はないかとのことで、運営シミュレーションを行っ

「こおざとまちづくり協議会」による“地域食堂”

がオープンする予定との情報提供もあり、地域コミ

　　◆交流の機会や地域間の交流 ◆参加者：４チーム　６６名 動計画実行委員会活動記録の配布と”３あ運動”の啓

　　◆若いリーダーの発掘と育成 　　　　　●郡里・切久保・芝坂校区　 発を行った。この大会を開催することで、関係性の広

た。

☆ティーボール大会 ◆日　時：令和２年１１月２９日(日)１９：００～ 　ティーボール大会を開催するにあたり、第３次地域

　（人材育成）（交流）（地域福祉力） ◆場　所：美馬市民グラウンド 福祉活動計画<ダイジェスト版>や美馬地区地域福祉活

　　　　　●重清西校区 協力者を発掘していきたい。

　毎年開催しているソフトボール

　　◆地域コミュニティの活性化 　　　　　●喜来校区 がりや繋がりが深められていると感じられる。

　　　　　●重清東・重清北校区 　今後は、参加者の中から、地域での活動リーダーや

回の参加対象を成人男女とし、開

催した。

☆３あ運動の啓発 　新型コロナウイルス感染症によって、学校が休業 　地域福祉活動計画実行委員を中心に集落支援員と協

大会から幅広い年代が参加しやす

い”ティーボール”を開催し、今

　  ◆地域コミュニティの活性化 を行うこととなった。また、前回配布（平成２６年

　  ◆地域・家族とのふれあい 度）から年数が経ち、色あせが見えるなど劣化して

いることから、内容や色合いについての見直しを行

　(あいさつ・あんぜん・あとしまつ) となり、低学年を中心に以前に比べ挨拶が出来てい 力し、美馬町内７４箇所に配布した。

  （交流）（地域福祉力） ないと感じている現状を感じ、学校を中心に再啓発 　今後も、継続的に啓発を行っていく。

　●学校関係　１０箇所(廃校等含む)    

　●集会所等　５２箇所    

　●美馬市民サービスセンター等　　１２箇所

った。

◆ティーボール大会での啓発

　日 　時：令和２年１１月２９日(日)１９：００～

◆美馬町内７４箇所に配布・掲示   

　（地域福祉力）  の見直しと再配布を実施。 い地域で安心して生活できるツールとして作成するこ

　◆安心安全に地域で生活 　 とが出来た。

   

☆あんしんカード再発行 　 前回配布時(平成２３年)より年数が経ち、内容 　前回配布したものをもとに協議を重ね、見直しを行

※自治会長が配布しやすいよう、パッケージ化の作

　業を実行委員会で実施。

 【パッケージ内容】   

◆配布時期：令和３年４月末～５月上旬 　この”あんしんカード”の配布について、民生委員

◆配布方法：社協、地域福祉活動計画実行委員、集 ・児童委員定例会等において説明を行う予定。

　　　　　　落支援員にて自治会長へ依頼。
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　 ①記入説明書    

　 ②あんしんカード（ Ａ４ ）１枚    

　 ③あんしんカード（携帯用）２枚

携帯用サイズ

エコバッグ

必要性の高いエコバック

を使ってもらうことで

”３あ運動”の啓発も担ってもらえる。



活動の内容

評価・今後の取り組みに向けて

　（地域福祉力）

　◆地域資源を知る

　買い物資源を可視化することで、商店が無い

地域を再認識した。現在の経営者が経営できな

い状態になると、買物に困る方が増えることが

想定される。

☆地域資源マップ作成

取り組み

　前年度末に協議した買い物資源をマップにし

可視化。


